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第18期第17回常任理事会議事録

日時昭和51年6月28日　14．00～17．00

場所　東京管区気象台会議室

出席者　磯野，小平，浅井，朝倉，奥田，神山，河村

　　　　高橋，野本，各常任理事

報告

　〔庶務〕1．6月8日東京大学海洋研究所長事務代

　　　　　理から海洋研究の将来像に関するシソポジ

　　　　　ウム開催についての通知がきた．　（7月1

　　　　　日～2日，於東京大学海洋研究所）

　　　2．小平理事から6月22日目本学術会議と学協

　　　　　会との懇談会の報告があった．

　　　　　　（1）第70回総回の報告，（2）基本法の制

　　　　　定，（3）日本学術会議会員の選挙．

　　　　　　日本学術会議会員選挙の有権者登録は，

　　　　　来年3月までに，資格審査は従来通り．住

　　　　　所変更の方は忘れないで届出ること．2回

　　　　　（9期，10期）郵送しても戻ったものは名

　　　　　簿から削除する．

　　　3．水資源に関するシソポジウム開催計画につ

　　　　　し・て

　　　　（1）昭和52年10月に4日間東京で開催予定，

　　　　　　日本気象学会を含め6学会主催．

　　　　（2）目的は，水の使用量が増大し，水資源が

　　　　　　足りない現在，水の有効利用に関する研

　　　　　　究討論を行ない，水間題に対する関心を

　　　　　　喚起する．

　　　　（3）主題　ア．水需給の長期展望，イ．水資

　　　　　　源の有効利用，ウ．水資源の利用と環境

1967年8月

　〔会計〕野本会計理事から5月分について会計報

　　　　　告，またぺ一ジチャージについて本庁の中

　　　　　で支払わない会員がいる．

　〔講演企画〕夏季講演を9月3日「モーネックス」

　　　　　について開催計画．夏季大学は，現在のと

　　　　　ころ80名を超えている．

　〔地物研連〕環境間題の小委員会ができた．

議題　1．次期役員への申し送り事項について．

　　　　（1）集誌，問題点をメモにして申し送る．

　　　　（2）会計

　　　　　　　ア．ぺ一ジチャージを支払わない件．

　　　　　　規準の点をはっきりし，払えない人につ

　　　　　　いて，編集委員会で判断することを了

　　　　　　承．イ．外国文献等の収支．ウ．天気広

　　　　　　告の収入．エ．理事および委嘱した編集

　　　　　　委員には，旅費支給の検討．

　　　　（3）天気，現在のシステムを続けて欲しいこ

　　　　　　と．

　　　　（4）理事会の構成を知らせる．

　　　　（5）理事長の互選の方法は新しい理事会で決

　　　　　　める．

2．その他．

（1）水の有効利用に関するシソポジウムにつ

　　　いては，共催とすることを了承．

　（2）第16回全目本科学機器展後援の件承認．

　（3）天気のアソケート受取人払は予備費から

　　　支出する．

（承認事項）高野精秀ほか24名の入会を承認．
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